
  

第 22 回国際音楽祭ヤング・プラハは、9 月 4 日から 16 日の会

期でプラハを中心にチェコの各地で開催された。チェコ実行委員

会の寝食を忘れた活動と、多くのスポンサーと支援者の方々に

支えられ、今年も成功裏に終えることができたことを、まず喜び

を持ってご報告する。今回、私自身もヴァイオリンの中村友希乃

さんの伴奏として参加し、私にとってもとても充実した嬉しい経

験となった。 

日本の若い演奏家にはクラシック音楽が生まれ花開いたヨー

ロッパで、プラハのような優れた作曲家、演奏家に彩られた音楽

の都で、世界から集まる同世代の音楽家達と演奏する喜びを体

験してほしい。そこで得た音楽的経験を糧に次の世代を支える

演奏家に育ってほしいと願っている。 

オープニング・コンサートはチェコ上院のあるヴァルトシュタイ

ン宮殿で開催され、日本からヴァイオリンの中村友希乃さん、英国

からATEA木管五重奏団、チェコからHans Krasa弦楽四重奏団が

出演した。中村さんはバロックのきらびやかなホールのなかで、D

vorak と Wieniawski を見事に弾き、聴衆の暖かい拍手がいつまで

も止まらず、何度も挨拶に戻った。 ATEAは一昨年ソリストとして

参加したクラリネットの橋本杏奈さんがメンバーの木管五重奏団

で、朗らかで素晴らしいハーモニーを聴かせてくれた。 

翌日、ヤング・プラハをライフワークとして育て上げられた元ス

メタナ・クァルテットの故コステツキー教授のお墓にお参りした。ル

チャニー村の墓地に寄り添って立つ美しい姿の墓石は亡きご両

親に捧げるため息子さんがご自身で制作された。ご子息夫婦か

ら暖かいおもてなしをいただき、当時のお話しをいろいろ伺い、

先生のお志に触れることが出来、忘れられない思い出となった。 

土曜日は作曲家スメタナの故郷、リトミシュル市でコンサートを

開いた。市長、助役、校長、スメタナ音楽祭総裁など街の主だった

方々の歓迎を受け、演奏を聴いていただいた。 

「ヤング･プラハ･フレンズ」は国際音楽祭ヤング･プラハの活動を通して若い優秀な演奏家の成長を支援しています。 

ヤング･プラハを経験した若い演奏家たちは、ヴァイオリンの神尾真由子(2001年参加)、ピアノの上原彩子(2002 年参加)、ピアノのジュ

ゼッペ･アンダローロ(2005年参加)をはじめ、世界の名だたるコンクールでも活躍し、ヤング･プラハでの経験を糧にますます芸術の高み

を目指しています。 

 

フレンズの種類 年会費（1～12月） 

個人会員 一口 10,000円 

家族会員（個人会員のご家族） 一口  5,000円 

法人会員 一口 30,000円 

特別会員 

（ヤング･プラハ出演者 出演から5年間） 

3,000円以上 

（但し初年度無料） 

 

 

音楽祭は非営利団体として日本・チェコ両国の企業メセナと文化

庁の支援、そして実行委員の献身的努力によって運営され、1992 

年より1 年も休まずに続けてまいりましたことは、奇蹟といって過

言ではありません。しかし昨今の世界的経済不況により運営が危

機的状況でございます。この意義ある音楽祭の永続的な発展の

ために、フレンズの皆様には引き続き暖かいご支援を賜りたく、本

年度の継続をお願い申し上げます。また、お知り合いの方々にも

ご入会をお誘いいただければ幸いです。ご入会はホームページ

からもお申し込みいただけます。（ http://www.youngpraha.jp/ ） 

ヤング･プラハ･フレンズの皆様には、活動の様子をご報告する会

報をお送りしています。またご支援への感謝を表して、ご支援者

様の氏名を音楽祭プログラムに印刷させていただいております。 

 

 

 

国際音楽祭ヤング・プラハ日本実行委員会 

会長 岩崎 淑 

ファイナル・コンサートは 

9 月 15日にプラハの 

ドヴォジャーク・ホールで行われた。 

私は残念ながら帰国していて 

出席できなかったが、阪田知樹さん 

のピアノの演奏（サンサーンス ピアノコンチェルト第 2 番）は圧

巻だったと報告を受けている。この演奏を聴いた音楽関係者の

推薦で来年 6 月にチェコのオストラヴァで開催されるヤナーチェ

ック音楽祭（Janáčkův máj）に招待されることが決まった。優れ

た才能が評価され大きく伸びてゆく場をヤング・プラハが提供

出来たことはこのうえない喜びである。 

会場には毎年いらっしゃる常連の方々に加え、各国大使もいら

っしゃり、日本とチェコの交流活動に相応しい音楽祭となった。レ

セプションにはご赴任したての山川大使、チェコ駐日大使のフィ

アルコヴァー様、東京オリンピックの名花、チャスラフスカ様も参加

され、若い音楽家達に拍手を送り、その夕べのコンサートの演奏

に話が咲き、毎年応援して下さっている日系企業のスポンサーの

方々も多数お集まりいただき、アルコールも入り楽しい賑やかな

会となった。 

この他、今年はモラビア地方、チェコとスロバキアの国境の街、

ホドニンと近郊のミロティチェ城で演奏会が開かれた。ATEA木管

五重奏がガーシュイン、ビゼー、パーカー、ピアソラなどの曲を演

奏した。ホドニンはチェコスロバキアの英雄、マサリク初代大統領

ゆかりの格式の高い街で、市の熱心なお誘いを受け実現したと

聞いている。 

テプリツェ、バッド・シャンダウ、ラコヴニーク、リトムニェジツェ、

ルチャニー等、毎年お招き頂いている各地の演奏会を合わせ、今

年は計 15 回の演奏会を開催することが出来た。こうしてヤング・

プラハに賛同し支援する輪がチェコ各地に広がってゆくことは

我々にとって大きな喜びであり励みである。今後とも、国際音楽

祭ヤング・プラハを応援して戴けますようよろしくお願いいたし

ます。 

 

会場入り口 

 
ドヴォジャークホール 

 

駐日チェコ大使館改修のため、代わりに三田綱町三井倶楽部

で、関係者、フレンズの皆様をお招きして11月18日（月）、演奏

会を催すこととなりました。 

今年のソリストとして出演した阪田知樹さん（ピアノ）、中村友

希乃さん（ヴァイオリン）に加え、ヤングプラハOBのトマーシュ 

ヤムニークさん（チェロ）、ロマン フラニチカさん（ヴァイオリ

ン）、中村洋乃理さん（ヴィオラ）、ヨハネス グロッソさん（オ

ーボエ）、中田朝生さん（ピアノ）と素晴らしいメンバーが集う

こととなりました。 

この三井倶楽部は旧三井財閥の迎賓館として使われていた

由緒ある倶楽部です。関係者のご厚意で使わせて戴くことに

なりました。案内状を同封いたしますので是非ご来場いただ

けますようお願いいたします。 
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阪田 知樹 ＜ファイナルコンサート他 に出演＞  

 

国際音楽祭ヤング・プラハに出演させて頂き大変光栄に思っ

ております。プラハには二度目の訪問となりましたが、ヤング・プ

ラハに出演させて頂けたことによって新しい発見、そして、出会

いがありました。自分と同世代の世界各国からの素晴らしい音楽

家たちとの出会い、チェコ、日本の両国の実行委員会の方々との

出会い―本当に多くの方々にお世話になり、関わった全ての

方々に感謝しております。 

この度私が演奏させて頂きました三会場すべて、自身にインス

ピレーションを授けてくれ、文化を感じる素敵な舞台でした。それ

ぞれの響きの違いを味わえる独特の空間が、チェコの歴史を物

語るかのようで、自然に自分自身がその音楽、音を求めていくこ

とに気づかされました。特にファイナルのドボルジャークホールで

の協奏曲の際には、良い緊張感とともに、ともに音楽する喜びを

分かち合えた充実した時間となりました。また、忙しいスケジュー

ルのなか作っていただいた本番前のおにぎりにもとても癒され、

その時にチェコと日本を同時に思うことも出来ました。文化の国

チェコにて、このような多くの演奏機会を頂けたということは、

本当にかけがえのない経験になりました。 

この経験を自分の人生の宝として、皆様に音楽の素晴らしさを

提供出来る音楽家になるべく、今後とも研鑽を重ねて参ります。

素晴らしい機会を本当にありがとうございました。 

            

ピアニスト 

東京芸術大学音楽部器楽科 2年生 

 

 

【 プロフィール 】 

1993年名古屋市生まれ。5歳半よりピアノを始める。 

第 61 回 全日本学生音楽コンクール 全国大会 中学校の部 

第 2 位。 

第 9 回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA 中学生部門 アジ

ア大会 銀賞。 

2009 アジア国際音楽コンクール 最優秀賞、及びピアノ部門 

高校生の部 第 1位。 

第 9 回フランツ・リスト国際ピアノコンクール セミファイナリスト。 

第 35 回ピティナ・ピアノコンペティション 特級グランプリ、及び

聴衆賞、併せて文部科学大臣賞、読売新聞社賞、王子ホール賞、

東京シティ・フィル賞受賞。 

第 8回浜松国際ピアノコンクール セミファイナリスト。 

第 14 回ヴァン・クライバーン国際ピアノコンクール 最年少ファイ

ナリスト。 

西川秀人、パウル・バドゥラ＝スコダの両氏に師事。 

東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て、現在、東京藝

術大学音楽学部器楽科 2 年に在学。 

 

９月４日(水)  オープニングコンサート  

-プラハ （ワルトシュタイン宮殿ホール）  

ヴァイオリン 中村 友希乃、 ピアノ 岩崎 淑、 

Hans Krása string quartet（弦楽四重奏）、 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏） 

ドヴォジャーク、ヴィエニェフスキ、チャイコフスキー等 
 
９月５日(木) -ホドニ－ン （ヨーロッパホール） 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏）   
 
９月６日(金)  -ミロティチェ （ミロティチェ城） 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏）   
 
９月８日(日) -リトミシュル （スメタナ劇場ホール） 

ヴァイオリン 中村 友希乃、 ピアノ 岩崎 淑、  

ピアノ Lenka Korbelová 
クライスラー、スメタナ、ヴィエニャフスキ、 

チャイコフスキー他 
 
９月８日(日) -ラコヴニーク 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏）  

９月９日(月) -テプリツェ 

（St. John the Baptist Church） 

Hans Krása string quartet (弦楽四重奏)  

-プラハ （ブジェヴノフ修道院 Terezian Hall） 

ピアノ Lenka Korbelová、 トランペット Janos Elmauer 

-プラハ （日本人学校） 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏） 
 
９月１０日（火） -ベナートキー ナッド イゼロウ  

ソプラノ Věra Likérová、  トランペット Janos Elmauer  

-プラハ （カフェ ブラックスワン）  ジャズコンサート 
 
 

 

【 プロフィール 】 

1995年生まれ。4歳よりヴァイオリンを始める。 

第 16 回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール第 1位。   

第 64 回全日本学生音楽コンクール大阪大会ヴァイオリン部門中

学校の部第 2 位。 

第 12 回関西弦楽コンクール審査員特別賞受賞 受賞者コンサー

トに出演。  

第 64 回全日本学生音楽コンクール全国大会ヴァイオリン部門中

学校の部 第 3 位及び横浜市民賞受賞。 

コンコルソ MusicArte “Gran Premio”受賞。イタリアのヴィチェンツ

ァとヴェネチアにて受賞者コンサートに出演。 

第 14 回クロスターシェーンタール国際ヴァイオリンコンクール 

（ドイツ）にて第 1 位及びバッハ賞受賞。これまでに数々の演奏会

に推薦され出演。 

イゴール・オジム、R.ドガレイユ、D.ゲーデ各氏より教えを受ける。 

石川誠子、小栗まち絵の各氏に師事。 

現在、私立相愛高等学校音楽科に特別奨学生として在籍。 

 

今年は、9月 4日から 9月 16 日にわたって、プラハとチェコ各都市等で演奏会が開催されました。 

 

 

 
 

 

 

 

中村友希乃 ＜オープニングコンサート他 に出演＞ 

 

この度はこのような素敵な音楽祭に参加させて頂けたこと、大

変光栄に思います。 ありがとうございました。 

プラハは初めての訪問で、どんな所でどのような人々が暮らし

ている国なのだろうか？また自分の演奏は受け入れられて、楽

しんで頂けるだろうか？などたくさんの期待と不安でいっぱい

でした。ですが、オープニングコンサートでの聴衆の方々のたく

さんの拍手、温かい雰囲気にふれることでその不安は消え、演奏

を楽しもうという気持ちに変わりました。 

ワルトシュタイン宮殿でのオープニングコンサート、リトミシュル

のスメタナホールでのコンサート、バートシャンダウのヨハネス教

会でのコンサート。どの演奏会でもチェコの方々の音楽への関心

と応援しくださっている気持ちを感じることが出来、あらためて

ヴァイオリンを弾く喜びを感じました。 

また岩崎淑先生と共演させて頂けて、素晴らしい演奏とお人

柄にふれることができたこともとても良い思い出です。 

このような貴重な機会を与えてくださったすべての方々、フィ

ンダ志保子さん、安東さんをはじめスタッフの方々、練習でもお

世話になった公使ご夫妻、アリアホテルの方々、素敵な写真を撮

ってくださった山口さん、温かいおもてなしをしてくださった宿

泊先のダナさんご一家、チェコで出会ったたくさんの方々に心よ

り感謝いたします。本当に幸せな 2 週間をありがとうございまし

た。また必ずこの素敵なチェコを訪れたいと思います。 

              

ヴァイオリニスト 

             私立相愛高等学校音楽科 2 年生 

            

 

 

 

 

 

 

中村洋乃理  ＜ヤング・プラハカルテットに出演＞ 

 

2011年、この年は自分にとって忘れられない年になりました。 

ヤング・プラハにお招き頂き初めてヨーロッパの地を踏み、空気、

食べ物、文化、そして人々との触れあった事は、自分の音楽観に

とても大きな刺激を与えました。 

異なる環境でそれぞれが勉強し、今は違う国で活動する４人が

集まり一つの演奏会を作り上げる事は、国境を越えても音楽が

あれば分かり合えると身をもって経験出来ました。クァルテットの

仲間は皆秀逸で４人で演奏出来たことを誇りに思い、この機会を

与えて下さった中島先生をはじめ、この素晴らしい音楽祭を支援

して下さるすべての皆様に感謝しております。またこの４人で演

奏出来る事を祈っています。 

 

リトミシュル城前にて 

 

チェコビールでお疲れ様！ 
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９月１１日(水) -バッド シャンダウ(ドイツ)（ヨハネス教会） 

ヴァイオリン 中村 友希乃、 トランペット Janos Elmauer  
 
９月１２日（木） -プラハ （ヴァブジネツ教会） 

ピアノ 阪田 知樹、 メゾソプラノ Alzbeta Vomackova 

 

９月１４日（土） -ルチャニー ナッド ニソウ （マリア教会） 

Hans Krása string quartet (弦楽四重奏)  
 
９月１５日(日)  ファイナルコンサート 

-プラハ （ドヴォジャーク ホール） 

ピアノ 阪田 知樹、 チェロ Nadja Reich、 

指揮 Andrei Feher  他 

サン・サーンス、ショスタコヴィチ、メンデルスゾーン 他 
 
９月 １６日 （月） - リトムニェジツェ （K. H. Machy 劇場） 

ピアノ 阪田 知樹、 チェロ Nadja Reich 

 

 

ヴァイオリン－ 中村 友希乃 (日本)  

ピアノ－ 阪田 知樹 (日本) 

チェロ－ Nadja Reich （ドイツ） 

指揮－ Andrei Feher (カナダ) 

トランペット－ Janos Elmauer  (ハンガリー) 

弦楽四重奏－ Hans Krása string quartet (チェコ) 

木管５重奏－ Atéa Wind Quintet （イギリス） 

ピアノ－ Lenka Korbelová (チェコ) 

ヴォーカル－ Věra Likérová （チェコ） 

オルガンー Pavel Svoboda（チェコ）プラハの春音楽祭 3 位入賞 

ピアノ－ 岩崎 淑（特別ゲスト－日本） 

 
 
 

2013 年 第 22 回国際音楽祭 ヤング・プラハ  



阪田 知樹 ＜ファイナルコンサート他 に出演＞  

 

国際音楽祭ヤング・プラハに出演させて頂き大変光栄に思っ

ております。プラハには二度目の訪問となりましたが、ヤング・プ

ラハに出演させて頂けたことによって新しい発見、そして、出会

いがありました。自分と同世代の世界各国からの素晴らしい音楽

家たちとの出会い、チェコ、日本の両国の実行委員会の方々との

出会い―本当に多くの方々にお世話になり、関わった全ての

方々に感謝しております。 

この度私が演奏させて頂きました三会場すべて、自身にインス

ピレーションを授けてくれ、文化を感じる素敵な舞台でした。それ

ぞれの響きの違いを味わえる独特の空間が、チェコの歴史を物

語るかのようで、自然に自分自身がその音楽、音を求めていくこ

とに気づかされました。特にファイナルのドボルジャークホールで

の協奏曲の際には、良い緊張感とともに、ともに音楽する喜びを

分かち合えた充実した時間となりました。また、忙しいスケジュー

ルのなか作っていただいた本番前のおにぎりにもとても癒され、

その時にチェコと日本を同時に思うことも出来ました。文化の国

チェコにて、このような多くの演奏機会を頂けたということは、

本当にかけがえのない経験になりました。 

この経験を自分の人生の宝として、皆様に音楽の素晴らしさを

提供出来る音楽家になるべく、今後とも研鑽を重ねて参ります。

素晴らしい機会を本当にありがとうございました。 

            

ピアニスト 

東京芸術大学音楽部器楽科 2年生 

 

 

【 プロフィール 】 

1993年名古屋市生まれ。5歳半よりピアノを始める。 

第 61 回 全日本学生音楽コンクール 全国大会 中学校の部 

第 2 位。 

第 9 回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA 中学生部門 アジ

ア大会 銀賞。 

2009 アジア国際音楽コンクール 最優秀賞、及びピアノ部門 

高校生の部 第 1位。 

第 9 回フランツ・リスト国際ピアノコンクール セミファイナリスト。 

第 35 回ピティナ・ピアノコンペティション 特級グランプリ、及び

聴衆賞、併せて文部科学大臣賞、読売新聞社賞、王子ホール賞、

東京シティ・フィル賞受賞。 

第 8回浜松国際ピアノコンクール セミファイナリスト。 

第 14 回ヴァン・クライバーン国際ピアノコンクール 最年少ファイ

ナリスト。 

西川秀人、パウル・バドゥラ＝スコダの両氏に師事。 

東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て、現在、東京藝

術大学音楽学部器楽科 2 年に在学。 

 

９月４日(水)  オープニングコンサート  

-プラハ （ワルトシュタイン宮殿ホール）  

ヴァイオリン 中村 友希乃、 ピアノ 岩崎 淑、 

Hans Krása string quartet（弦楽四重奏）、 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏） 

ドヴォジャーク、ヴィエニェフスキ、チャイコフスキー等 
 
９月５日(木) -ホドニ－ン （ヨーロッパホール） 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏）   
 
９月６日(金)  -ミロティチェ （ミロティチェ城） 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏）   
 
９月８日(日) -リトミシュル （スメタナ劇場ホール） 

ヴァイオリン 中村 友希乃、 ピアノ 岩崎 淑、  

ピアノ Lenka Korbelová 
クライスラー、スメタナ、ヴィエニャフスキ、 

チャイコフスキー他 
 
９月８日(日) -ラコヴニーク 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏）  

９月９日(月) -テプリツェ 

（St. John the Baptist Church） 

Hans Krása string quartet (弦楽四重奏)  

-プラハ （ブジェヴノフ修道院 Terezian Hall） 

ピアノ Lenka Korbelová、 トランペット Janos Elmauer 

-プラハ （日本人学校） 

Atéa Wind Quintet（木管五重奏） 
 
９月１０日（火） -ベナートキー ナッド イゼロウ  

ソプラノ Věra Likérová、  トランペット Janos Elmauer  

-プラハ （カフェ ブラックスワン）  ジャズコンサート 
 
 

 

【 プロフィール 】 

1995年生まれ。4歳よりヴァイオリンを始める。 

第 16 回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール第 1位。   

第 64 回全日本学生音楽コンクール大阪大会ヴァイオリン部門中

学校の部第 2 位。 

第 12 回関西弦楽コンクール審査員特別賞受賞 受賞者コンサー

トに出演。  

第 64 回全日本学生音楽コンクール全国大会ヴァイオリン部門中

学校の部 第 3 位及び横浜市民賞受賞。 

コンコルソ MusicArte “Gran Premio”受賞。イタリアのヴィチェンツ

ァとヴェネチアにて受賞者コンサートに出演。 

第 14 回クロスターシェーンタール国際ヴァイオリンコンクール 

（ドイツ）にて第 1 位及びバッハ賞受賞。これまでに数々の演奏会

に推薦され出演。 

イゴール・オジム、R.ドガレイユ、D.ゲーデ各氏より教えを受ける。 

石川誠子、小栗まち絵の各氏に師事。 

現在、私立相愛高等学校音楽科に特別奨学生として在籍。 

 

今年は、9月 4日から 9月 16 日にわたって、プラハとチェコ各都市等で演奏会が開催されました。 

 

 

 
 

 

 

 

中村友希乃 ＜オープニングコンサート他 に出演＞ 

 

この度はこのような素敵な音楽祭に参加させて頂けたこと、大

変光栄に思います。 ありがとうございました。 

プラハは初めての訪問で、どんな所でどのような人々が暮らし

ている国なのだろうか？また自分の演奏は受け入れられて、楽

しんで頂けるだろうか？などたくさんの期待と不安でいっぱい

でした。ですが、オープニングコンサートでの聴衆の方々のたく

さんの拍手、温かい雰囲気にふれることでその不安は消え、演奏

を楽しもうという気持ちに変わりました。 

ワルトシュタイン宮殿でのオープニングコンサート、リトミシュル

のスメタナホールでのコンサート、バートシャンダウのヨハネス教

会でのコンサート。どの演奏会でもチェコの方々の音楽への関心

と応援しくださっている気持ちを感じることが出来、あらためて

ヴァイオリンを弾く喜びを感じました。 

また岩崎淑先生と共演させて頂けて、素晴らしい演奏とお人

柄にふれることができたこともとても良い思い出です。 

このような貴重な機会を与えてくださったすべての方々、フィ

ンダ志保子さん、安東さんをはじめスタッフの方々、練習でもお

世話になった公使ご夫妻、アリアホテルの方々、素敵な写真を撮

ってくださった山口さん、温かいおもてなしをしてくださった宿

泊先のダナさんご一家、チェコで出会ったたくさんの方々に心よ

り感謝いたします。本当に幸せな 2 週間をありがとうございまし

た。また必ずこの素敵なチェコを訪れたいと思います。 

              

ヴァイオリニスト 

             私立相愛高等学校音楽科 2 年生 

            

 

 

 

 

 

 

中村洋乃理  ＜ヤング・プラハカルテットに出演＞ 

 

2011年、この年は自分にとって忘れられない年になりました。 

ヤング・プラハにお招き頂き初めてヨーロッパの地を踏み、空気、

食べ物、文化、そして人々との触れあった事は、自分の音楽観に

とても大きな刺激を与えました。 

異なる環境でそれぞれが勉強し、今は違う国で活動する４人が

集まり一つの演奏会を作り上げる事は、国境を越えても音楽が

あれば分かり合えると身をもって経験出来ました。クァルテットの

仲間は皆秀逸で４人で演奏出来たことを誇りに思い、この機会を

与えて下さった中島先生をはじめ、この素晴らしい音楽祭を支援

して下さるすべての皆様に感謝しております。またこの４人で演

奏出来る事を祈っています。 

 

リトミシュル城前にて 

 

チェコビールでお疲れ様！ 

 

2 3 

９月１１日(水) -バッド シャンダウ(ドイツ)（ヨハネス教会） 

ヴァイオリン 中村 友希乃、 トランペット Janos Elmauer  
 
９月１２日（木） -プラハ （ヴァブジネツ教会） 

ピアノ 阪田 知樹、 メゾソプラノ Alzbeta Vomackova 

 

９月１４日（土） -ルチャニー ナッド ニソウ （マリア教会） 

Hans Krása string quartet (弦楽四重奏)  
 
９月１５日(日)  ファイナルコンサート 

-プラハ （ドヴォジャーク ホール） 

ピアノ 阪田 知樹、 チェロ Nadja Reich、 

指揮 Andrei Feher  他 

サン・サーンス、ショスタコヴィチ、メンデルスゾーン 他 
 
９月 １６日 （月） - リトムニェジツェ （K. H. Machy 劇場） 

ピアノ 阪田 知樹、 チェロ Nadja Reich 

 

 

ヴァイオリン－ 中村 友希乃 (日本)  

ピアノ－ 阪田 知樹 (日本) 

チェロ－ Nadja Reich （ドイツ） 

指揮－ Andrei Feher (カナダ) 

トランペット－ Janos Elmauer  (ハンガリー) 

弦楽四重奏－ Hans Krása string quartet (チェコ) 

木管５重奏－ Atéa Wind Quintet （イギリス） 

ピアノ－ Lenka Korbelová (チェコ) 

ヴォーカル－ Věra Likérová （チェコ） 

オルガンー Pavel Svoboda（チェコ）プラハの春音楽祭 3 位入賞 

ピアノ－ 岩崎 淑（特別ゲスト－日本） 
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